
日　時	 11月 9日（日曜日） 13：00より

場　所	 サイエンスアゴラ（東京・お台場）にて 
参　加	 無料 （筆記用具をご持参ください）旅費支給なし。
対　象	 中学生ならびに高校生相当 （2015年8月の国際大会時に14～ 18歳） 

 特に応募時に中2～高2の方を歓迎します！
参考書	 岩波ジュニア新書 「脳科学の教科書 神経編」 「脳科学の教科書 こころ編」
主　催	 日本脳科学関連学会連合　（事務局：日本神経科学学会）
共　催	 NPO法人脳の世紀推進会議、JST科学コミュニケーションセンター
問い合わせ先　脳科連脳科学オリンピック委員会 

　　　日本神経科学会ブレインビー検討タスクフォース委員会座長 
　　　ブレインビー日本ナショナルコーディネータ 
　　　奥村 哲 （tetsuok-tmdu@umin.ac.jp）

参加申し込みや会場など詳しい情報は下記サイトをご覧ください
http://www.brain.riken.jp/jp/youth/bee
申し込み方法・書類については、10月上旬までにこのHPにもアップします。締め切りは10月31日です。

The International Brain Bee
…Be a part of something extraordinary

出場中学生高校生 募集
最優秀生徒（数名）は、次年度の国際ブレイン・ビー＊

（脳科学オリンピック）派遣 候補者に！
＊2015年8月にオーストラリアで開催予定

脳科学オリンピック

今回、日本脳科学学会連合 

（事務局：日本神経科学学会）では、
NPO法人「脳の世紀推進会議」のご協力も得て、
サイエンスアゴラ2014にて
国際ブレイン・ビー （脳科学オリンピック）の
国内予選も兼ねた企画
（高校生脳クイズ大会）を
開催いたします。
優秀生徒は次年度の国際大会への
派遣候補者となります。
特に応募時に中2～高2の
みなさまの参加を歓迎いたします。



下記の事前エントリーフォームにご記入の上、脳の世紀推進会議事務局あて（FAX：03-3238-1837）または同
内容を明記したメールを「BBエントリー」という件名でメールアドレス（brainbee2014@braincentury.org）
までお申し込みください。

締め切り　2014年10月31日（金）

脳科学オリンピック「国際ブレイン・ビー」に挑戦！！ 
第一次選考会エントリーフォーム

◎連絡先
学校単位の参加の場合は学校名と担当教員のご連絡先を、個人での参加の場合は保護者様の氏名連絡先を、ご
記入ください。
どちらかに○をしてください。（　　学校単位　　　個人　　）で、申し込みます。

学校名（個人参加の場合、記入は任意）

ご担当教員の氏名（個人参加の場合は保護者様の氏名）
上記連絡先の連絡方法　特にE-mailは必ず連絡の取れるものを書いて下さい。

電話 　　　　　　　　　　　　　　E-mail

住所

◎参加生徒について
（友人等で個人参加の場合には、一人ごとに一枚の申し込み書（コピー可）にご記入下さい。保護者が同じ兄弟・
姉妹等の場合は全員分を一枚にまとめて頂いて結構です）。生徒名の記入欄が足りない場合には、用紙をコピーして用いて下さい。
学年

（例：中2）
生徒氏名（ふりがな）

自署のこと
生年月日

（年齢確認の為） E-mail

↓予選会場：サイエンスアゴラ2014については、こちらをご参照ください↓
http://www.jst.go.jp/csc/scienceagora/

※第一次選考会へのエントリーは無料です。ただし選考会場への交通費は各自でご負担下さい。
※第一次選考を勝ち残った生徒（若干名）には、その後半年間、最新の脳科学研究室見学や国際大会に向けた勉強会を行います。勉強会などの参加は
無料で国内交通費（実費）も支給します。勉強会や最終選考の方法については、該当者にのみ説明します。勉強会の教科書はPDFで無料配布するか、
もしくは無償で貸与します。
※最終選考に勝ち残った生徒（1名）は、2015年8月にオーストラリア（ケアンズ）で行われる International Brain Bee 2015に日本代表として派遣
されます（生徒本人の往復格安エコノミー相当航空券代、国内旅費、大会宿泊費、保険相当額などを、チケット現物もしくは実費で支給します）。

※個人情報の取り扱いについて
生徒の連絡先の情報は、予選通過者の方に、11月中に結果をお知らせするために用います。予選を通らなかった生徒の個人情報は、全て廃棄します。
また不合格者への通知は行いません。先生のご連絡先は次年度以降の告知のために用いることがあります。
日本代表候補に選抜された場合、研究室見学や勉強会などの様子が撮影され、写真（動画・音声を含む）は次年度以降の為の資料・広報のために活用
されることがあります。また代表候補生徒の氏名、学校名、学年についても、表彰式の他、次年度以降の資料・広報などのために公開されることが
あります。この取り扱いについては、国際大会参加時にも同様に扱われます。


